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�
　
「
地
球
図
」（「
新
潮
」
昭　

・　

）
は
、
太
宰
治 
作
品
群 
に
お
い
て
、
ま

�

�

�

�

１０
１２

た
『
晩
年
』
収
録 
作
品
群 

�

�

�

�

に
お
い
て
も
マ
イ
ナ
ー
な
印
象
が
否
め
な
い 
が 
、

�
�
�

新
井
白
石
『
西
洋
紀
聞
』
な
ど
に
描
か
れ
た
宣
教
師G

iovannniB
attista

Sidotti  
を
め
ぐ
る
物
語
（
以
下
�Sidotti

物
語
�
）
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、

近
し
い
時
期
に
他
作
家
に
よ
っ
て
も
小
説
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
。
ま
ず
、「
地
球
図
」
と
踵
を
接
し
て
、
高
木

卓
「
獄
門
片
影
」（「
意
識
」
昭　

・
１
）
が
発
表
さ
れ
る
。
同
作
発
表
時

１１

に
は
、
無
署
名
「
後
記
」（「
意
識
」
昭　

・　

）
と
し
て
次
の
よ
う
な
注

１１

１１

釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

巻
頭
高
木
卓
君
の
小
説
は
、
新
潮
十
二
月
号
所
載
の
太
宰
治
氏
作

『
地
球
図
』
と
同
じ
材
料
を
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
読
者

諸
賢
の
御
気
づ
き
の
事
と
思
ひ
ま
す
。
不
思
議
な
暗
合
な
の
で
あ
り

ま
す
。〔
略
〕高
木
君
の
小
説
は
太
宰
氏
の
そ
れ
よ
り
前
に
書
か
れ
た

か
、
或
は
同
時
か
で
あ
つ
て
、
決
し
て
太
宰
氏
の
材
料
を
追
従
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

高
木
卓
と
太
宰
治
と
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
《
同
じ
材
料
》
を
小
説
に

し
た
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
両
作
家
に
《
交
渉
》
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、

驚
き
と
と
も
に
《
不
思
議
な
暗
合
》
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
四
年
後
、
切
支
丹
も
の
の
嚆
矢
と
し
て
、
坂
口
安
吾
が
「
イ
ノ
チ

ガ
ケ
」（「
文
学
界
」
昭　

・
７
、
９
）
を
発
表
す
る
。「
マ
ル
チ
ル
・
マ
ル

１５

チ
レ
ス
の
数
々
」
と
副
題
さ
れ
た
前
篇
は
、
一
五
四
七
年
以
来
、
一
七
〇

〇
年
に
日
本
切
支
丹
が
全
滅
す
る
ま
で
の
年
代
記
だ
が
、
そ
れ
に
つ
づ
く

「
後
篇
ヨ
ワ
ン
・
シ
ロ
ー
テ
の
殉
教
」
は
、
�Sidotti

物
語
�
を
中
心
的

な
モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
近
し
い
時
期
に
発
表
さ
れ
た
三
つ
の
�Sidotti

物
語
�

だ
が
、
こ
れ
ま
で
三
作
品
を
視
野
に
収
め
た
比
較
・
考
察
は
み
ら
れ
な
い
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
性
・
作
風
の
差
異
は
も
と
よ
り
、「
地
球
図
」
は
翻
案
小

説
、「
獄
門
片
影
」
は
歴
史
小
説
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
は
切
支
丹
も 
の 
、
と

�
�
�

い
っ
た
具
合
に
、
後
に
文
学
史
上
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
・
配
置
を
異
に
し

て
き
た
こ
と
も
そ
の
一
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
同
時
代
に
お
い
て
は
三
つ
の
�Sidotti

物
語
�
の
通
底
性

に
注
目
し
て
い
た
批
評
も
あ
っ
た
。
大
局
と
し
て
は
歴
史
文
学
を
論
じ
つ

つ
、
具
体
的
に
は
橋
本
栄
吉
『
天
平
』
に
ふ
れ
る
文
脈
で
、「
文
学
の
実
体

　

文
芸
時
評
」（「
中
央
公
論
」
昭　

・　

）
の
大
井
廣
介
は
次
の
よ
う
に

１６

１１

評
し
て
い
る
。

    
作
家
が
己
が
現
実
に
何
等
か
の
接
触
な
り
刺
戟
な
り
を
感
じ
と
れ

ば
こ
そ
歴
史
に
手
を
つ
け
る
の
で
、
従
つ
て
作
家
め
い
め
い
の
取
材

範
囲
に
は
い
つ
て
く
る
事
象
は
非
常
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
だ
。
太
宰

治
、
坂
口
安
吾
、
高
木
卓
と
同
じ
世
代
の
作
家
が
三
人
ま
で
も
等
し

く
シ
ロ
ー
テ
の
殉
教
を
手
掛
け
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
あ
る
ま

い
。

  
こ
こ
で
大
井
は
、
三
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、
等
し
く
《
現

実
に
何
等
か
の
接
触
な
り
刺
戟
を
感
じ
》
た
こ
と
で
�Sidotti

物
語
�
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
が
書
か
れ
た
と
み
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
に
は

《
偶
然
》
以
上
の
も
の 　
　

《
不
思
議
な
暗
合
》
が
あ
っ
た
と
示
唆
し
て

い
る
の
だ
。

　

さ
て
、
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師G

iovannniB
attista

Sidotti

（
一
六
六
八

〜
一
七
一
五
）
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
鎖
国
時
代
の
禁
制
を
破
っ

て
屋
久
島
に
渡
来
し
た
。
当
初
、Sidotti

は
長
崎
で
取
り
調
べ
を
う
け
る

が
、
後
に
江
戸
に
護
送
さ
れ
、
新
井
白
石
が
審
問
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

白
石
は
、
世
界
地
図
を
は
じ
め
と
し
た
�
西
洋
の
知
�
を
積
極
的
に
学
ぶ

も
の
の
、
キ
リ
ス
ト
教
に
は
関
心
を
示
さ
な
い
。
結
局Sidotti

は
獄
死
し

て
し
ま
う
が
、
そ
の
生
／
死
は
日
本
切
支
丹
殉
教
史
に
残
さ
れ
て
今
日
に

至 
る
。 
�
�
�

　

こ
う
し
た
�Sidotti

物
語
�
は
、
新
井
白
石
『
西
洋
紀
聞
』
他
、
次
節

で
言
及
す
る
書
物
な
ど
に
よ
っ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
く
の
だ
が
、
三
作

家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
に
即
し
て
創
意
を
加
え
て
い
く
。

　

太
宰
治
「
地
球
図
」
で
は
、
第
一
に
タ
イ
ト
ル
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
人
物
で
は
な
く
物
（
世
界
地
図
）
が
前
景
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
「
地
球
図
」
は
、
国
籍
・
言
語
・
知
識
・
地
政
学
な
ど
を

め
ぐ
る
（
国
内
、
国
内
／
外
の
）
�
境
界
線
の
物
語
�
と
し
て
編
み
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
冒
頭
に
「
ヨ
ワ
ン
榎
は
伴
天
連
ヨ
ワ
ン
・
バ
ツ

テ
イ
ス
タ
・
シ
ロ
オ
テ
の
墓
標
で
あ
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、「
地
球
図
」

は
シ
ロ
オ
テ
が
死
ん
だ
時
点
か
ら
そ
の
事
跡
を
振
り
返
る
構
成
を
採
る
。

語
り
の
枠
組
み
に
関
し
て
は
、《
時
間
を
再
構
成
し
、
状
況
を
説
明
す
る
語

り
手
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
語
り
手
は
登
場
人
物
か
ら
完
全
に
独

立
し
た
、
全
知
の
語
り
手
の
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
は
な
》
く
、
判
断
の

主
体
（
帰
属
）
が
《
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
い 
》。   
さ
ら

�
�
�

に
は
、
二
つ
以
上
の
言
語
が
交
わ
さ
れ
る
翻
訳
の
場
面
に
は
現
在
形
の
文

末
表
現
が
差
し
挟
ま
れ
、
状
況
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い 
く
。 
�
�
�

���



　

高
木
卓
「
獄
門
片
影
」
は
、
江
戸
で
の
白
石
に
よ
る
ジ
ヨ
ア
ン
・
バ
プ

チ
ス
ト
・
シ
ド
ツ
チ
へ
の
訊
問
の
場
面
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
る
。
冒
頭
部

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
徴
の
第
一
は
、
白
石
と
シ
ド
ツ
チ
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
構
成
で
あ
り
、
語
り
手
は
両
人
と
も
に
内
的
焦
点
化
し

て
内
面
ま
で
を
も
細
か
に
描
い
て
い
く
。
ま
た
、
訊
問
が
進
行
し
て
い
く

際
に
は
、
折
々
シ
ド
ツ
チ
の
過
去
や
当
時
の
日
本
の
状
況
を
説
明
的
に
差

し
挟
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
実
体
化
さ
れ
た
語
り
手
は
、
た
と
え
ば
、「
宝

永
年
間
（
一
八
世
紀
初
期
）
の
通
詞
た
ち
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
信
じ
難

い
ほ
ど
奇
妙
な
こ
と
だ
が
、
蘭
語
の
通
訳
を
職
業
と
し
な
が
ら
も
、
洋
書

を
読
む
こ
と
及
び
私
有
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
て
ゐ
た
。」・「
シ
ド
ツ
チ
訊

問
に
際
し
白
石
が
例
の
没
収
禁
書
を
調
べ
て
予
備
智
識
を
持
つ
て
ゐ
た
こ

と
は
�
々
述
べ
た
通
り
だ
が
、」な
ど
と
自
己
言
及
の
身
振
り
を
も
み
せ
て

い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
と
い
う
語
り
の
位
置
（
時
間
）
を
明

示
し
な
が
ら
過
去
／
現
在
を
切
り
わ
け
た
上
で
、
節
合
し
て
い
く
。
こ
の

「
獄
門
片
影
」
第
二
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、《
現
在
相
応
性
》
と
い
う
表
現

に
集
約
さ
れ
る
《
歴
史
小
説
は
最
初
か
ら
現
代
に
関
係
が
あ
る
べ
き
筈
》

だ
と
い
う
高
木
卓
「
歴
史
小
説
小
論
」
で
の
主
張
と
も
即
応
し
て
い 
る
。 
�
�
�

　

坂
口
安
吾
「
イ
ノ
チ
ガ
ケ　

後
篇
ヨ
ワ
ン
・
シ
ロ
ー
テ
の
殉
教
」
は
、

前
篇
を
引
き
継
い
だ
か
の
よ
う
な
年
代
記
的
な
叙
述
ス
タ
イ
ル
の
「
そ
の

一　

船
出
」
以
下
、「
そ
の
二　

上
陸
」・「
そ
の
三　

江
戸
」・「
そ
の
四　

イ
ノ
チ
の
日
」
と
、
シ
ロ
ー
テ
を
主
人
公
と
し
て
遇
し
、
日
本
で
の
出
来

事
を
順
を
追
い
つ
つ
、
基
本
的
に
は
い
わ
ゆ
る
全
知
の
視
点
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も
明
示
さ
れ
た
通
り
、
殉
教
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
る
シ
ロ
ー
テ
の
「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
の
言
動
が
主
題
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
発
表
当
時
に
も
そ
う
し
た
受
容
が
確
認
で
き 
る
。  
一
見
、

�
�
�

淡
々
と
し
た
叙
述
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
、
多
彩
な
典
拠
を
も
と
に

書
か
れ
た
「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
は
、
成
田
龍
一
に
よ
れ
ば
《
第
三
者
的
な
審

級
か
ら
の
「
史
実
」
を
固
定
す
る
書
き
方
が
、
避
け
ら
れ
て
》
お
り
、
そ

こ
に
《「
徴
候
」
か
ら
し
か
出
来
事
に
は
接
近
＝
訴
求
で
き
な
い
と
い
う
安

吾
の
歴
史
認
識
と
歴
史
作
法 
》 
が
見
出
さ
れ
て
も
き
た
。

�
�
�

　

こ
う
し
た
三
作
品
に
照
準
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
本
稿
で
は
小
説
表
現
の

重
な
り
と
差
異
、
あ
る
い
は
典
拠
か
ら
の
三
作
家
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

展
開
な
ど
で
は
な
く
、
近
し
い
時
期
に
三
作
家
が
�Sidotti

物
語
�
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
小
説
を
書
い
た
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体

�

�

�

�

�

�

に
注
目
す
る
。
そ

こ
に
は
、
作
家
個
々
人
の
意
図
に
は
還
元
し
き
れ
な
い
力
学
（
テ
ク
ス
ト

に
折
り
畳
ま
れ
た
共
通
の
外
部
）
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
い

え
ば
、
水
面
下
の
歴
史
的
な
動
向 　
　

《
不
思
議
な
暗
合
》
の
徴
候
的
な

顕
現
こ
そ
が
、
右
に
紹
介
し
た
三
つ
の
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
小
説
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
三
作
品
の
初
出
／
単
行
本
刊
行
期
に
注
目
す
る
と
、
興
味
深

い
二
つ
の
歴
史
軸
が
浮
上
し
て
く
る
。「
地
球
図
」
は
「
新
潮
」（
昭　

・
１０

　

）
に
発
表
後
、『
晩
年
』（
昭　

・
６
、
砂
子
屋
書
房
）
に
収
め
ら
れ
る
。

１２

１１

「
獄
門
片
影
」
は
「
意
識
」（
昭　

・
１
）
に
発
表
さ
れ
、
そ
の
四
年
後
、

１１

『
歌
と
門
の
盾
』（
昭　

・
９
、
三
笠
書
房
）
に
収
録
さ
れ
る
。「
イ
ノ
チ

１５

ガ
ケ　

後
篇
ヨ
ワ
ン
・
シ
ロ
ー
テ
の
殉
教
」
は
「
文
学
界
」（
昭　

・
９
）

１５

に
発
表
の
後
、『
炉
辺
夜
話
集
』（
昭　

・
４
、
ス
タ
イ
ル
社
）
に
収
め
ら

１６

���



れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
み
れ
ば
、
初
出
誌
／
単
行
本
が
世
に
問
わ
れ
た

時
期
が
、
昭
和
一
〇
〜
一
一
年
と
昭
和
一
五
〜
一
六
年
と
に
集
中
し
、
逆

に
昭
和
一
二
〜
一
四
年
が
エ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

こ
こ
で
見
通
し
を
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
歴
史
軸
の
分
布
と
�Sidot

ti

物
語
�
に
託
さ
れ
た
歴
史
的
な
力
学
に
は
、
文
壇
モ
ー
ド
な
ど
の
条
件

と
も
交
錯
し
な
が
ら
の
相
関
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

　

以
上
の
問
題
関
心
か
ら
出
発
す
る
本
稿
で
は
、�Sidotti

物
語
�
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
三
作
品
を
め
ぐ
る
歴
史
的
条
件
の
素
描
を
通
じ
て
、《
不

思
議
な
暗
合
》
へ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
た
い
。

�
　

前
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、「
地
球
図
」・「
獄
門
片
影
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」

に
は
、
江
戸
時
代
にSidotti

と
白
石
以
下
通
辞
が
翻
訳
を
介
し
て
言
葉
を

交
わ
す
場
面
が
多
々
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、Sidotti

が
学
ん
だ
外

地
の
日
本
語
や
、
国
内
で
の
標
準
語
／
方
言
、
国
外
を
視
野
に
入
れ
た
国

語
／
日
本
語
の
認
識
な
ど
、
言
語
を
め
ぐ
る
問
題
系
が
巧
み
に
描
き
こ
ま

れ
、
そ
こ
に
歴
史
的
な
力
学
が
関
わ
っ
て
い
く
。

　

こ
こ
で
、
三
作
品
発
表
期
に
お
い
て
意
義
深
い
、
審
問
の
際
の
白
石
か

ら
通
詞
へ
の
注
意
を
引
い
て
お
こ
う
。（
引
用
は
「
獄
門
片
影
」
か
ら
だ
が
、

「
地
球
図
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
に
も
類
似
箇
所
が
あ
る
。）

「
此
の
乾
坤
図
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ヤ
と
オ
オ
ラ
ン
デ
ヤ
と
は
同
じ

エ
ウ
ロ
ハ
の
地
続
き
だ
か
ら
、
恰
か
も
わ
が
国
に
於
て
、
長
崎
の
者

が
陸
奥
の
方
言
を
聞
く
場
合
、
最
初
は
聞
き
分
け
難
く
て
も
耳
が
慣

れ
れ
ば
や
が
て
大
意
が
通
じ
て
来
る
や
う
に
、
オ
オ
ラ
ン
デ
ヤ
の
言

語
を
以
て
イ
タ
リ
ヤ
の
方
言
を
忖
度
す
れ
ば
、
凡
そ
の
意
味
は
推
量

が
付
く
で
あ
ら
う
。
従
つ
て
彼
（
シ
ド
ツ
チ
）
の
申
し
立
て
に
理
解

し
難
い
点
が
あ
つ
て
も
、
各
々
が
た
は
語
義
を
想
像
し
て
、
憚
ら
ず

そ
れ
が
し
に
伝
へ
て
戴
き
た
い
。〔
略
〕　
　
 
い
や
、
失
礼
な
が
ら
、

推
量
や
想
像
か
ら
は
誤
り
も
生
じ
や
う
が
、
そ
れ
を
一
一
咎
め
立
て

る
そ
れ
が
し
で
も
な
い
か
ら
、
そ
の
点
は
何
卒
お
気
遣
ひ
の
無
い
や

う
に
。」

　

言
葉
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
右
の
注
意
は
、
江
戸
時
代
の
そ
れ
で
あ
る
と

同
時
に
、
昭
和
一
〇
年
代
の
歴
史
に
も
折
り
重
な
っ
て
く
る
。
中
国
大
陸

へ
の
派
兵
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
た
国
土
＝
外
地
が
、「
国
語
」
の
自
明
性
を

問
い
な
が
ら
「
日
本
語
」
と
い
う
問
題
を
浮
上
さ
せ
、
国
内
／
外
の
政
治

動
向
の
基
盤
と
し
て
国
民
国
家
が
再
編
成
さ
れ
る
過
程
で
方
言
は
標
準
語

に
排
除
／
包
摂
さ
れ
ゆ
き
、
あ
る
い
は
東
洋
／
西
洋
と
い
う
問
題
構
成
が

さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
顕
在
化
し
、
儒
教
や
キ
リ
ス
ト
教
に
と
ど
ま
ら
ず
、

技
術
や
文
学
な
ど
も
含
め
た
文
化
間
の
翻
訳
が
問
い
直
さ
れ
て
い
く 　

　

�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
地
球
図
」・「
獄
門
片
影
」・「
イ

ノ
チ
ガ
ケ
」
三
作
品
は
、
こ
う
し
た
動
向
と
無
縁
で
は
な
い
の 
だ
。 
�
�
�

　

こ
う
し
た
関
連
を
探
る
た
め
、
こ
こ
で
改
め
て
典
拠
か
ら
考
え
て
み
た

い
。
す
で
に
、「
地
球
図
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に

よ
っ
て
典
拠
が
高
い
精
度
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い 
る
。    
ま
た
、「
獄
門
片

�
�

��
�

�

���

��



影
」
に
関
し
て
は
、
高
木
自
身
が
「
閉
口
し
た
話
」（「
意
識
」
昭　

・
１
）

１１

で
《
白
石
自
身
や
新
村
氏
松
崎
氏
等
の
著
書
を
あ
れ
こ
れ
ひ
ツ
く
り
返
し

て
み
た
》
と
述
べ
て
お
り
手
が
か
り
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
新
井
白
石
に

加
え
、
言
語
学
者
の
新
村
出
（
明
９
〜
昭　

）
と
キ
リ
シ
タ
ン
史
研
究
家

４２

の
松
崎
実
（
明　

〜
昭　

）
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
著
作
の

３０

１９

う
ち
、
�Sidotti
物
語
�
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
言
及
程
度
だ
が
新

村
出
『
南
蛮
記
』（
大
４
・
８
、
東
亞
堂
書
房
）・『
南
蛮
廣
記
』（
大　

・
１４

９
、　

、
岩
波
書
店
）
と
、
松
崎
実
『
考
註　

切
支
丹
鮮
血
遺
書
』（
大

１１

　

・
２
、
改
造
社
）
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
三
作
品
に
お
い
て
主

１５要
典
拠
と
さ
れ
た
書
物
を
一
挙
に
見
渡
し
て
み
よ
う
。

山
本
秀
煌
『
江
戸
切
支
丹
屋
敷
の
史
蹟
』（
大　

・
６
、イ
デ
ア
書
院
）

１３

山
本
秀
煌
『
日
本
基
督
教
史　

上
巻
』（
大　

・
９
、
新
生
堂
）

１４

〔
原
本
は
洛
陽
堂
、
大
正
七
年
刊
〕

日
本
名
著
大
系
『
南
蛮
紀
聞
選
』
所
収
「
西
洋
紀
聞
」

（
大　

・
２
、
洛
東
書
院
）

１５

松
崎
実
『
考
註　

切
支
丹
鮮
血
遺
書
』（
大　

・
２
、
改
造
社
）

１５

姉
崎
正
治
『
切
支
丹
伝
道
の
興
廃
』（
昭
５
・
６
、
同
文
館
）

新
井
白
石
／
村
岡
典
嗣
校
訂
『
西
洋
紀
聞
』（
昭　
・　

、
岩
波
文
庫
）

１１
１０

　

こ
こ
に
、
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
三
人
の
作
家
が
、
い

ず
れ
も
大
正
末
期
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
た
書
物
に
典
拠
を
求
め
て
い
た
様

相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
吉
野
作
造『
新
井
白
石
と
ヨ
ワ
ン
・
シ
ロ
ー

テ
』（
大　

・
７
、
文
化
生
活
研
究
会
）
刊
行
な
ど
も
想
起
す
れ
ば
な
お
の

１３

こ
と
、
こ
の
時
期
に
は
�Sidotti

物
語
�
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な
条
件
を
成
立
せ
し
め
た
、
典
拠
／
創
作

を
ま
た
い
だ
力
学
の
発
動
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、
さ
き
に
あ
げ
た

『
考
註　

切
支
丹
鮮
血
遺
書
』（
前
掲
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
新
村
出
「
改

版
序
文
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

近
き
ご
ろ
文
芸
界
に
於
け
る
吉
利
支
丹
趣
味
の
流
行
、
美
術
界
に

於
け
る
吉
利
支
丹
題
材
の
好
尚
、
史
学
者
間
に
於
け
る
吉
利
支
丹
史

料
の
採
訪
考
究
、
文
献
学
徒
に
於
け
る
吉
利
支
丹
典
籍
の
蒐
集
複
製
、

い
づ
れ
も
み
な
最
近
学
芸
上
の
著
し
き
現
象
と
目
す
べ
く
、
そ
れ
に

つ
れ
て
世
上
一
般
の
人
々
の
吉
利
支
丹
に
関
す
る
興
味
と
智
識
と
も

亦
頗
る
普
及
す
る
に
至
れ
り
。

　

大
正
末
期
にSidotti

関
連
書
物
を
介
し
て
顕
在
化
し
た
力
学
が
、
昭
和

一
〇
年
前
後
に
翻
案
小
説
と
し
て
再
浮
上
し
て
く
る 　
　
 
こ
う
し
た
歴

史
軸
と
、
そ
れ
か
ら
�Sidotti

物
語
�
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
新
井
白

石
と
に
注
目
し
て
み
る
な
ら
ば
、
上
記
三
作
品
の
発
表
と
近
し
い
時
期
に
、

羽
仁
五
郎
『
白
石
・
諭
吉
』（
昭　

・
６
、
岩
波
書
店
）
が
上
梓
さ
れ
た
こ

１２

と
に
も
何
か
し
ら
の
連
関
が
想
定
で
き
る
。
白
石
の
事
跡
を
論
じ
て
い
く

羽
仁
は
、Sidotti

と
の
審
問
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
た
。

    
白
石
が
当
時
幕
府
の
鎖
国
及
び
切
支
丹
厳
禁
を
冒
し
て
果
敢
に
も

���



万
里
波
濤
を
こ
え
て
単
身
わ
が
大
隅
海
岸
に
来
著
し
た
羅
馬
伝
教
師

ジ
ョ　

ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
シ
ド
テ
ィ
の
処
置
乃
至
応
接
に
つ

い
て
積
極
的
に
意
見
を
提
出
し
、
つ
い
で
自
ら
そ
の
審
問
に
あ
た
り

〔
略
〕
敢
然
と
し
て
欧
羅
巴
思
想
学
術
海
外
事
情
の
研
究
に
著
手
し
、

封
建
主
義
の
教
学
の
抑
圧
の
暗
黒
の
中
に
も
盲
目
に
さ
れ
き
つ
て
し

ま
う
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
我
が
国
民
人
民
の
国
際
思
想
の
た
め
に

ひ
と
す
ぢ
の
曙
光
を
み
ち
び
き
入
れ
よ
う
と
し
〔
以
下 
略
〕 

�
�

��
�

�

　

そ
の
上
で
、
羽
仁
は
『
西
洋
紀
聞
』・『
采
覧
異
言
』
と
い
っ
た
白
石
の

著
書
を
あ
げ
、《
低
劣
な
対
外
意
識
の
中
に
、
は
じ
め
て
高
明
高
潔
の
国
際

意
識
に
向
つ
て
の
み
ち
を
ひ
ら
く
こ
と
に
成
功
し
た
》
と
高
く
評
価
し
て

い
る
。
山
城
む
つ
み
は
、
昭
和
八
年
に
逮
捕
さ
れ
た
羽
仁
に
関
し
て
、
転

向
を
経
て
釈
放
さ
れ
た
後
の
『
白
石
・
諭
吉
』（
昭　

・
６
、
岩
波
書
店
）

１２

や
『
ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
ェ
ロ
』（
昭　

・
３
、
岩
波
書
店
）
と
、
逮
捕
前
の
著

１４

述
と
の
間
に
文
体
の
変
化
を
み
て
い
る
。
山
城
曰
く
、《
羽
仁
は
「
民
衆
」

に
語
り
か
け
る
文
体
を
選
ん
だ
》
と
い
う
の 
だ
。 こ
こ
で
改
め
て
�Sidott

�
�

��
�

�

i

物
語
�
お
よ
び
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
三
作
を
想
起
し
て
み
る

な
ら
ば
、
鎖
国
期
に
密
入
国
の
宣
教
師
と
の
審
問
を
通
じ
て
�
西
洋
の
知
�

を
学
ん
だ
白
石
に
せ
よ
、
禁
教
下
の
日
本
に
潜
入
し
布
教
を
目
指
し
殉
教

し
たSidotti

に
せ
よ
、
大
正
期
以
来
の
左
翼
運
動
の
高
揚
か
ら
転
向
の
季

節
を
へ
て
た
ど
り
つ
い
た
昭
和
一
〇
年
前
後
の
運
動

�

�

や
文
学
、
さ
ら
に
は

国
内
／
外
の
政
治
を
め
ぐ
る
状
況
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
見
立
て
得
る
は
ず
だ
。

　

こ
う
し
た
、
白
石
／Sidotti

を
参
照
点
に
し
て
、
日
本
か
ら
�
西
洋
の

知
�
を
捉
え
直
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の

進
行
に
伴
い
、
こ
と
「
近
代
の
超
克
」
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
顕
著
に

な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
昭
和
期
に
お
け
る
端
緒
は
昭
和
一
〇
年
前
後
に

あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。　

前
節
で
ふ
れ
た
翻
訳
と
国
語
／
日
本
語

と
い
う
言
語
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
系
も
ま
た
、「
地
球
図
」・「
獄
門
片

影
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
三
作
品
に
通
底
す
る
歴
史
的
な
力
学
の
小
説
的
具

�

�

�

�

体
化

�

�

と
い
え
よ
う
。

　

事
実
、
昭
和
一
〇
年
前
後
に
は
翻
訳
文
学
ブ
ー
ム
と
で
も
称
す
べ
き
現

象
が
起
き
て
い
た
。
匿
名
評
論
・
Ｘ
Ｙ
Ｚ
「
ス
ポ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
」（「
新

潮
」
昭　

・
１
）
で
は
、「
翻
訳
全
集
の
全
盛
」
と
い
う
小
見
出
し
の
下
、

１０

《
た
と
へ
ば
ゴ
ー
ゴ
リ
全
集
だ
と
か
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
全
集
、
ツ
ル

ゲ
ー
ネ
フ
全
集
、
チ
エ
ホ
フ
全
集
、
ジ
イ
ド
全
集
、
バ
ル
ザ
ツ
ク
全
集
、

プ
ル
ウ
ス
ト
全
集
な
ど
、
外
国
の
高
名
な
作
家
の
全
集
が
、
続
々
と
し
て

出
版
さ
れ
て
ゐ
る
》状
況
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る 
。   
ま
た
、
青
野
季
吉
・

�
�

��
�

�

本
多
顕
彰
・
阿
部
知
二
・
河
上
徹
太
郎
・
中
島
健
蔵
・
中
山
省
三
郎
・
伊

藤
整
・
芹
澤
光
治
良
・
中
村
武
羅
夫
に
よ
る
座
談
会
「
翻
訳
文
学
よ
も
や

ま
話
」（「
新
潮
」
昭　

・
４
）
で
も
、《
ど
う
し
て
日
本
ぢ
や
金
に
も
な
ら

１１

な
い
翻
訳
が
流
行
る
ん
だ
ら
う
》
と
い
う
河
上
の
問
い
に
、
中
島
は
次
の

よ
う
に
応
え
て
い
る
。

�
�
�
そ
れ
は
や
は
り
、
西
洋
の
考
へ
方
と
で
も
い
ふ
か
、
さ
う
い

ふ
シ
ス
テ
ム
が
入
つ
て
か
ら
日
が
浅
い
だ
ら
う
、
日
が
浅
く
て
ま
だ

何
か
身
に
着
い
て
ゐ
な
い
し
ね
、
さ
う
い
ふ
も
の
を
日
本
の
文
化
の

���

��

��

��



上
に
持
つ
て
来
れ
ば
新
鮮
に
大
き
く
は
た
ら
く
と
い
ふ
可
能
性
が
非

常
に
大
き
い
ん
ぢ
や
な
い
か
ね
。

　

こ
こ
で
は
、
日
本
／
西
洋
と
い
う
二
項
対
立
図
式
が
翻
訳
ブ
ー
ム
の
根

因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
三
作
品
と
は
、

江
戸
時
代
の
殉
教
譚
で
あ
り
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
て
現
代
的
な

�

�

�

�

課
題
に
挑
ん

だ
小
説
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
と
、
は
や
い
時
期
に
小
説
化
さ
れ
た
「
地

球
図
」・「
獄
門
片
影
」
は
、
歴
史
の
力
学
に
敏
感
に
反
応
し
た
テ
ク
ス
ト

だ
と
い
え
る
。「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
の
時
期
に
な
れ
ば
、「
近
代
の
超
克
」
ま

で
は
あ
と
二
年
、
ま
た
、
日
中
戦
争
以
降
強
く
意
識
さ
れ
だ
し
た
、
外
地

で
の
日
本
語（
教
育
）の
必
要
性
に
対
処
す
る
態
勢
も
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ

た
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
�Sidotti

物
語
�
に
不
可
欠
の
人
物
・
新
井
白
石

に
関
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
す
際
の
根
拠
で
あ
っ
た
儒
教
が
《
対
西
洋

の
記
号
》
と
し
て
機
能
し
て
い
く
事
態
と
も
併
走
し
て
い
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
、
新
た
な
帝
国
主
義
化
の
段
階
を
迎
え
、
膨
張
し

つ
つ
あ
る
日
本
か
ら
「
東
洋
」
な
る
も
の
を
あ
え
て
発
信
し
よ
う
と

す
る
言
説
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
、
一
度
は
否
定
す
べ

き
対
象
と
し
て
の
「
東
洋
（
中
国
）」
を
起
点
と
し
つ
つ
、「
非
西
洋
」

的
国
家
の
実
現
者
と
し
て
の
「
日
本
」
に
お
け
る
「
東
洋
精
神
」
の

結
実
を
経
由
し
て
（
言
説
化
し
て
）、
そ
こ
か
ら
改
め
て
、
西
洋
近
代

を
超
克
す
る
「
国
民
」
創
造
の
物
語
の
中
に
発
話
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ 
る
。 

�
�

��
�

�

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
三
作
品
が

抱
え
こ
ん
だ
問
題
系
は
、「
地
球
図
」・「
獄
門
片
影
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和

一
〇
年
前
後
を
第
一
の
ピ
ー
ク
と
し
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
が
発
表
さ
れ
た
昭

和
一
五
、
六
年
を
第
二
の
ピ
ー
ク
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主

題
圏
に
お
い
て
活
発
な
言
表
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

一
例
が
、
す
で
に
あ
げ
た
翻
訳
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
数
年
の
後
に
そ
れ
は「
近

代
の
超
克
」
へ
と
結
実
し
て
い
く
。
言
葉
に
関
し
て
も
、
昭
和
一
〇
年
前

後
は
国
内
の
方
言
／
標
準
語
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
日
中
開
戦
を
挟
ん

で
昭
和
一
五
、
六
年
に
な
る
と
様
相
は
一
挙
に
顕
在
化
し
て
い
く
。「
文

学
」
誌
上
で
は
「
東
亜
に
お
け
る
日
本
語
」（
昭　

・
４
）
や
「
国
語
と
国

１５

字
」（
昭　

・
４
）
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
た
他
、
雑
誌
「
日
本
語
」
が
創

１６

刊
（
昭　

・
４
）
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
展
開

１６

を
、
子
安
宣
邦
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　
〈
世
界
の
新
秩
序
〉
を
要
求
し
て
の
〈
大
東
亜
戦
争
〉
の
遂
行
は
、

「
日
本
語
」
に
英
語
に
代
る
〈
東
亜
の
共
通
語
（
第
一
外
国
語
）〉
と

し
て
の
位
置
を
要
求
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
国
語
問
題
」
史
上
に
か

つ
て
な
か
っ
た
新
た
な
事
態
、
す
な
わ
ち
「
日
本
語
問
題
」
の
発
生

を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
「
国
語
」
概
念
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ

る
よ
う
な
「
日
本
語
」
概
念
の
成
立
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
な

���

��



事
態
に
あ
っ
て
、
す
で
に
「
国
語
」
は
新
た
に
生
起
し
た
「
日
本
語

問
題
」
に
対
し
て
防
衛
的
に
、
よ
り
文
化
的
保
守
主
義
的
な
概
念
へ

と
再
構
成
さ
れ
て
い
こ
う
と
す
る
。
他
方
、「
日
本
語
」
は
現
実
の
日

本
人
の
言
語
生
活
へ
の
強
い
学
問
的
、
教
育
的
な
関
心
と
結
び
付
き
、

「
国
語
」
の
も
ち
え
ぬ
〈
外
〉
的
な
視
線
を
も
ふ
ま
え
て
、
新
た
な

概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
こ
う
と
す 
る
。 

�
�

��
�

�

　

し
て
み
れ
ば
、
本
稿
�
末
で
示
唆
し
た
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
小
説
が
世
に
問
わ
れ
た
昭
和
一
〇
〜
一
一
年
／
昭
和
一
五
〜
一
六

年
が
、
先
の
第
一
・
第
二
の
ピ
ー
ク
に
重
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
通
底
す
る
歴
史
的
な
力
学
は
、
昭
和
一
〇
年
前
後
に
は
混
沌
と

し
な
が
ら
も
確
か
に
胚
胎
さ
れ
、
数
年
間
、
水
面
下
で
そ
の
輪
郭
を
整
え

た
後
、
国
内
／
外
の
政
治
動
向
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
領

域
で
同
時
多
発
的
に
顕
在
化
し
、
小
説
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て

い
く
の
だ
。

　

み
や
す
い
事
例
と
し
て
、「
獄
門
片
影
」
の
作
者
・
高
木
卓
は
、「
遣
唐

船
」（「
作
家
精
神
」
昭　

・
５
）
で
昭
和
一
一
年
上
半
期
・
第
三
回
芥
川

１１

賞
候
補
と
な
っ
た
後
、「
歌
と
門
の
盾
」（「
作
家
精
神
」
昭　

・
３
）
で
昭

１５

和
一
五
年
上
半
期
・
第
一
一
回
芥
川
賞
に
選
ば
れ
、
辞
退
し
て
い
る
。
両

作
と
も
歴
史
小
説
で
あ
り
、
文
壇
で
は
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
歴
史

小
説
ブ
ー
ム
が
お
き
て
い 
た
。   
藤
森
成
吉
は
「
わ
が
歴
史
小
説
観
」（「
文

�
�

��
�

�

芸
」
昭　

・
７
）
で
、《
近
年
日
本
の
文
壇
に
本
格
的
歴
史
小
説
の
長
篇
が

１１

現
れ
は
じ
め
、
新
し
い
歴
史
小
説
時
代
が
来
つ
つ
あ
る
感
が
あ
る
の
は
、

注
目
す
べ
き
現
象
》
だ
と
述
べ
、
そ
の
五
年
後
、
青
野
季
吉
は
「
歴
史
小

説
の
印
象
」（「
新
潮
」
昭　

・
９
）
で
《
歴
史
小
説
と
云
は
れ
る
も
の
が
、

１６

こ
の
一
年
来
、
非
常
に
多
く
な
つ
た
》
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
者
に
お
い

て
は
転
向
作
家
の
進
む
道
と
し
て
、
後
者
で
は
戦
時
下
に
お
け
る
安
全
な

�

�

�

モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
歴
史
小
説
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
の
だ
。
藤
森
成
吉

は
『
渡
辺
崋
山
』（
昭　

・　

、
改
造
社
）
に
よ
っ
て
昭
和
一
〇
年
前
後
の

１０
１２

歴
史
文
学
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
一
人
だ
が
、
江
戸
後
期
、
蘭
学
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
も
目
さ
れ
て
い
た
渡
辺
崋
山
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
石
川
淳
『
渡

辺
崋
山
』（
昭　

・
３
、
三
笠
書
房
）
で
も
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

１６

　

総
じ
て
、
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
地
球
図
」・「
獄
門

片
影
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
は
、
昭
和
一
〇
〜
一
一
年
／
昭
和
一
五
〜
一
六

年
と
い
う
時
期
に
小
説
化
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
当
時
の
歴
史
的
な
力

学
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
も
っ
と
い
え
ば
、
そ
れ
ゆ
え
に
上
記
三

作
品
は
外
な
ら
ぬ
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
の
証

左
自
体
は
、
テ
ク
ス
ト
に
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
の
だ
。

�
　

さ
い
ご
に
、
�Sidotti

物
語
�
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
地
球
図
」・「
獄

門
片
影
」・「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
の
歴
史
的
な
場
所
を
仮
説
的
に
指
し
示
す
こ

と
で
、
今
後
の
研
究
の
足
が
か
り
を
築
い
て
お
き
た
い
。

　
《
不
思
議
な
暗
合
》に
よ
っ
て
連
携
し
て
い
た「
地
球
図
」・「
獄
門
片
影
」・

「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
三
作
品
は
、
昭
和
一
〇
〜
一
一
年
／
昭
和
一
五
〜
一
六

年
と
二
度
に
わ
け
て
集
中
的
に
世
に
問
わ
れ
た
。
第
二
の
ピ
ー
ク
に
関
し

���

��

��



て
は
、
す
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
�Sidotti

物
語
�
に
関
わ
る
複
数
の

主
題
系
が
国
内
／
外
の
政
治
と
連
動
し
な
が
ら
顕
在
化
し
て
い
く
時
期
に

重
な
っ
て
お
り
、
通
底
す
る
力
学
に
よ
っ
て
『
歌
と
門
の
盾
』
が
刊
行
さ

れ
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ　

後
篇
ヨ
ワ
ン
・
シ
ロ
ー
テ
の
殉
教
」
の
発
表
・『
炉

辺
夜
話
集
』
の
刊
行
が
果
た
さ
れ
た
。
と
な
れ
ば
、
事
態
が
顕
在
化
す
る

前
の
第
一
の
ピ
ー
ク
時
に
、
い
か
に
し
て
「
地
球
図
」・「
獄
門
片
影
」
が
、

歴
史
に
反
応
し
得
た
の
か
が
疑
問
と
し
て
残
る
は
ず
だ
。

　

第
一
の
ピ
ー
ク
と
重
な
る
昭
和
一
〇
年
前
後
、
明
治
維
新
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
歴
史
小
説
ブ
ー
ム
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
が
、
文
芸
復
興
期
の
他

の
多
く
の
ト
ピ
ッ
ク
の
陰
で
、
�Sidotti

物
語
�
と
も
関
わ
る
動
き
が

あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
〝
江
戸
時
代
に
お
け
る
洋
学
（
者
）・
外
国
〞
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
小
説
の
隆
盛
で
あ
る
。
間
宮
林
蔵
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

貴
司
山
治
「
洋
学
年
代
記
」（「
文
学
案
内
」
昭　

・
５
）
は
そ
の
代
表
的

１１

作
品
で
、
多
く
の
時
評
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
同
作
を
《
よ
く
調
つ
た
読

応
へ
の
す
る
作
品
》
と
評
し
た
、
正
宗
白
鳥
「
文
芸
時
評
」（「
中
央
公
論
」

昭　

・
６
）
を
引
い
て
お
く
。

１１　

こ
の
頃
、
旧
幕
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
学
者
を
題
材
と
し
た
小
説
や
戯

曲
が
よ
く
目
に
つ
く
が
、
今
日
の
時
勢
と
も
関
係
が
あ
る
ら
し
く
、

い
づ
れ
も
面
白
い
こ
と
は
面
白
い
が
、
か
う
い
ふ
題
材
も
繰
返
し
て

取
扱
は
れ
て
ゐ
る
う
ち
に
、
千
篇
一
律
に
な
る
傾
向
が
な
い
で
も
な

　
　
 
い
。 

�
�

��
�

�

　

同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
と
り
あ
げ
た
作
品
と
し
て
、
管
見
の
限
り
で
は
井

伏
鱒
二
「
オ
ロ
シ
ヤ 
船
」  
の
他
、
藤
森
成
吉
の
「
火
」（「
改
造
」
昭　

・

�
�

��
�

�

１１

５
）・「
三
十
年
」（「
中
央
公
論
」
昭　

・　

）
な
ど
が
あ
る
。

１１

１２

　

総
じ
て
、
昭
和
一
〇
年
前
後
に
世
に
出
た
�Sidotti

物
語
�
と
は
、
本

稿
�
で
論
じ
て
き
た
諸
条
件
に
加
え
、
�
江
戸
時
代
に
お
け
る
洋
学

（
者
）・
外
国
�
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
節
合
さ
れ
て
成
立
を
み
た
の
だ
。
そ

れ
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
や
そ
れ
を
思
想
的
に
支
え
て
い
く
「
近
代

の
超
克
」
に
代
表
さ
れ
る
、
�
西
洋
（
知
）
�
と
の
対
峙
を
占
う
、
過
去

の
参
照
点
と
い
う
意
義
を
担
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、

「
地
球
図
」
や
「
獄
門
片
影
」
は
、
作
家
性
や
典
拠
と
の
関
係
ば
か
り
で

な
く
、
後
の
歴
史
を
織
り
な
し
て
い
く
水
面
下
の
力
学
を
、
鋭
敏
に
感
受

し
て
編
み
あ
げ
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
だ
っ
た
の
だ
。

�（
�
）　

浅
原
六
朗
「
文
芸
時
評
【
下
】
十
二
月
の
創
作�　
　
�
新
潮
・
日
評
・

改
造
の
諸
作�　
　
�
」（「
満
州
日
日
新
聞
」
昭　

・　

・
�
）
で
は
、

��

��

「
地
球
図
」
に
よ
っ
て
太
宰
治
が
《
十
分
な
才
気
を
所
有
し
て
ゐ
る
新

進
》
だ
と
評
さ
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
高
い
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
も
み

お
と
せ
な
い
。

（
�
）　

江
間
道
助
「
文
芸
時
評
」（「
早
稲
田
文
学
」
昭　

・　

）
で
「
イ
ノ

��

��

チ
ガ
ケ
」
は
、
舟
橋
聖
一
『
北
村
透
谷
』
と
と
も
に
《
歴
史
的
人
物
の

伝
記
を
小
説
体
に
書
い
た
も
の
》
と
評
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）　

垣
花
秀
武
『
奇
会　

新
井
白
石
と
シ
ド
テ
ィ
』（
平　

・
�
、
講
談

��

社
）
他
参
照

（
�
）　

高
橋
秀
太
郎
「
太
宰
治
「
地
球
図
」
論�　
　

「
物
語
」
と
「
知
識
」

　
　
�
」（「
日
本
文
芸
論
叢
」
平　

・
�
）

��

（
�
）　

拙
論
「〈
翻
訳
〉
の
織
物�　
　
�
太
宰
治
「
地
球
図
」
精
読�　
　

」

���

��

��



（「
日
本
近
代
文
学
」
平　

・
�
）

��

（
�
）　

高
木
卓
『
北
方
の
星
座
』（
昭　

・　

、
大
観
堂
）

��

��

（
�
）　
《
僕
の
打
た
れ
た
の
は
、
こ
の
作
品
の
背
後
に
あ
る
作
者
の
捨
て
身

に
な
つ
た
強
さ
で
あ
る
》
と
評
す
光
田
文
雄
「
作
家
の
真
情
（
文
芸
時

評
）」（「
早
稲
田
文
学
」
昭　

・
�
）
で
は
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
に
《
作

��

者
の
殉
職
者
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
の
は
げ
し
さ
》
が
読
み
と
ら
れ
て
い

る
。

（
�
）　

成
田
龍
一
『
歴
史
学
の
ポ
ジ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ　

歴
史
叙
述
と
そ
の
周

辺
』（
平　

・　

、
校
倉
書
房
）

��

��

（
�
）　

キ
リ
シ
タ
ン
文
献
研
究
を
て
が
け
、
��

��
�
���

物
語
�
に
も
論
及
し

て
い
た
新
村
出
は
、
対
米
英
戦
を
翌
年
に
控
え
た
時
期
の
講
演
「
新
東

亜
建
設
と
日
本
語
の
問
題
」（『
啓
明
会
第
百
一
回
講
演
集
』
昭　

／
引

��

用
は
『
新
村
出
全
集　

第
二
巻
』
昭　

・
�
、
筑
摩
書
房
）
で
、《
今

��

日
の
や
う
な
時
勢
で
日
本
が
世
界
的
に
進
出
せ
ん
と
し
て
居
る
、
否
既

に
進
出
し
つ
ゝ
あ
る
際
に
於
て
、
外
国
・
外
地
に
於
け
る
日
本
語
の
問

題
は
、
元
来
非
常
な
重
要
性
を
持
つ
て
居
つ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。》と

述
べ
る
に
至
る
。

（　

）　

原
卓
史
「「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」
論
」（「
無
頼
の
文
学
」
平　

・
�
）、
大

��

��

原
祐
治
『
文
学
的
記
憶
・
一
九
四
〇
年
前
後�　
　
�
昭
和
期
文
学
と
戦

争
の
記
憶
』（
平　

・　

、
翰
林
書
房
）、
山
内
�
史
「「
地
球
図
」
論
・

��

��

同
（
続
）」（「
太
宰
治
研
究
」
平
�
・
�
、
平
�
・
�
）

（　

）　

姉
崎
正
治
『
切
支
丹
伝
導
の
興
廃
』（
前
掲
）
に
も
、《
シ
ド
チ
が
白

��

石
の
心
に
蒔
い
た
西
洋
知
識
は
、
そ
の
後
の
人
心
の
趨
勢
絵
と
相
俟
ち
、

社
会
の
変
遷
に
伴
つ
て
、
段
々
西
洋
科
学
の
吸
収
と
な
り
、
開
国
気
運

の
先
駆
に
な
つ
た
。》
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（　

）　

山
城
む
つ
み
『
転
形
期
と
思
考
』（
平　

・
�
、
講
談
社
）

��

��

（　

）　

こ
の
時
期
、
中
島
健
蔵
「
翻
訳
文
学
の
諸
問
題
」（「
新
潮
」
昭　

・

��

��

　

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、
実

��に
多
く
の
翻
訳
論
が
み
ら
れ
る
。

（　

）　

中
村
春
作
『
江
戸
儒
教
と
近
代
の
「
知
」』（
平　

・　

、
ぺ
り
か
ん

��

��

��

社
）

（　

）　

子
安
宣
邦『
日
本
近
代
思
想
批
判　

一
国
知
の
成
立
』（
平　

・　

、
岩

��

��

��

波
現
代
文
庫
）

（　

）　

紅
野
敏
郎
「
昭
和
十
年
代
の
歴
史
小
説
」（「
国
文
学
」
昭　

・
�
）

��

��

他
参
照
。

（　

）　

麻
生
博
「
随
感
」（「
校
友
会
機
関
誌
（
富
山
高
校
）」
昭　

・
�
）

��

��

で
も
、《
近
年
こ
う
し
た
題
材
（
江
戸
期
の
洋
学
／
引
用
者
注
）
を
取

り
上
げ
る
も
の
が
多
い
折
か
ら
、
是
非
我
々
に
は
こ
う
し
た
洋
学
者
を

社
会
的
に
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
》
と
、
や
は
り
同
様
の
現
象
は
一
定
の

注
目
を
集
め
て
い
た
。
な
お
、
松
村
友
視
「
陰
画
と
し
て
の
〈
江
戸
〉

　
　
�
昭
和
一
〇
年
前
後
の
大
衆
時
代
小
説�　
　
�
」（『
講
座
昭
和
文
学

史　

第
二
巻　

混
迷
と
模
索
』
昭　

・
�
、
有
精
堂
）
も
参
照
。

��

（　

）　

初
出
は
「
オ
ロ
シ
ヤ
船
」（「
新
潮
」
昭　

・　

）、「
梅
香
崎
仮
館
」

��

��

��

（「
中
央
公
論
」
昭　

・
�
）、「
レ
ザ
ノ
ッ
ト
」（「
東
陽
」
昭　

・
�
）、

��

��

後
『
集
金
旅
行
』（
昭　

・
�
、
版
画
荘
）
に
収
め
ら
れ
る
。

��

���


